
（別紙３）

～ 令和8年　1月　31日

（対象者数） 45 （回答者数）
41

～ 令和8年　3月　1日

（対象者数） 5 （回答者数）
5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

無料で利用できる施設や見学場所をみつけ療育に取り入れて

いきたいです。

安心して過ごせるよう一人一人の事を理解して対応していき

たいです。

2

今後も継続していきます。

3

施設の大きさだけでなく壁も活用できると利用者に視覚情報

を伝えることができてより良いと思います。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

来所する子どもたちの特性に合った療育内容を工夫する必要

があります。

2

3

○事業所名 児童発達支援・放課後等デイサービス　てらこやキッズクラブ

○保護者評価実施期間
令和7年　12月　1日

○保護者評価有効回答数

令和8年　2月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8年　3月　1日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

スタッフが限られているため療育内容を制限しないといけない

日があります。

スタッフの対応能力の向上が必要だと感じます。

利用者の負担が大きくならないよう、給食費や教材費を無料に

しているところです。

作業療法士が常勤でいるので個別対応が可能です。

負担を軽減することを目的とした取り組みをしています。

学校が休みの時、長時間利用できる事。

アットホームな雰囲気で子どもたちがリラックスして過ごせる

ところです。

学校が休みの時は、各ご家庭に合わせて利用時間を変更可能で

す。

学校で疲れて帰ってきた子たちがリラックスできるような声掛

けや対応をしています。

スープリュームビジョン、ボルタリング、広いプレイルーム

等、設備が充実している。

遠足等の行事が雨天で中止になっても利用者が楽しめるような

イベントを実施しています。

事業所における自己評価総括表公表


